
【予算概要】

【主要事業】
●河川関係

○米代川

○雄物川下流

　新波地区の堤防整備及び秋田雄和地区の河道掘削を継続実施。

○雄物川上流

○子吉川

　上記に加え、緊急対策・老朽化対策を図る。

●砂防関係
○八幡平(はちまんたい)山系（秋田県）

　八幡平山系（秋田県）直轄砂防事業で、５箇所の砂防堰堤の整備を継続実施。
　北桧木内川第１砂防堰堤の完成を図る。

●ダム関係
○成瀬ダム

　本体関連工事、付替道路工事等を実施し、事業の推進を図る。

○鳥海ダム

　用地調査、本体関連の調査・測量・設計等を継続実施。

※総合流域防災事業費、維持管理系事業費、交通安全施設等整備事業費（２種）、工事諸費を除く金額（工事関係費）

　岩瀬湯野沢地区の堤防整備に新規事業着手。
　寺館大巻、中村芦沢、強首地区、大仙地区の堤防整備及び河道掘削を継続実施。

　二ツ井きみまち地区かわづくりの整備に新規事業着手。
　二ツ井地区の河川防災ステーション整備を継続実施。
　大館市長坂地区の河道掘削を継続実施。

　 二十六木地区の堤防整備を新規事業着手。
   石脇地区の河道掘削を継続実施。
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平成２９年度国交省　秋田県内事務所の事業概要

　平成２９年度国土交通省東北地方整備局　秋田県内６事務所（秋田、湯沢、能代
河川国道事務所、成瀬ダム、鳥海ダム工事事務所、秋田港湾事務所(玉川ダム除
く)）の所管する事業について予算が確定したのでお知らせします。

　平成２９年度の秋田県内の工事関係費は、全体で約２５５億８２００万円となっており、河川関
係約１２９億５２００万円、道路関係約１０４億６２００万円、港湾関係約２１億６８００万円の予算
により事業を進めて参ります。
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●道路関係
○国道７号（日本海沿岸東北自動車道の一部を構成する箇所）

○国道１３号（東北中央自動車道の一部を構成する箇所）

○国道７号（バイパス事業）

○国道７号（橋梁架替）

○修繕代行事業

●港湾関係
○秋田港外港地区防波堤整備事業

国土交通省　東北地方整備局　秋田河川国道事務所
℡　０１８(８２３)４１６７

（河川担当） ： 泉谷
いずみや

(内線 )

（道路担当） ： 田口
たぐち

(内線 )

国土交通省　東北地方整備局　湯沢河川国道事務所
℡　０１８３(７３)３１７４

（河川担当） ： 佐藤
さとう

徳男
のりお

(内線 )

（道路担当） ： 松井
まつい

幸男
ゆきお

(内線 )

国土交通省　東北地方整備局　能代河川国道事務所
℡　０１８５(７０)１００１

（河川担当） ： 中島
なかじま

　 　勇一郎
ゆういちろう

(内線 )

（道路担当） ： 小山
おやま

(内線 )

国土交通省　東北地方整備局　成瀬ダム工事事務所
℡　０１８２（２３）８４５０

： 庄子
しょうじ

(内線 )

： 阿部
あべ

光秀
みつひで

(内線 )

国土交通省　東北地方整備局　鳥海ダム工事事務所
℡　０１８４(２３)５１２０

： 小笠原
おがさわら

由次
よしじ

(内線 )

国土交通省　東北地方整備局　秋田港湾事務所
℡　０１８(８４７)２５１１

： 新田
にった

(内線 )

　真室川雄勝道路（湯沢管内）の新規事業着手。
　横堀道路（湯沢管内）の整備促進を図る。

　上記に加え、老朽化対策・防雪対策・線形改良・地震対策や、通学路の交通安全対策、円
滑な都市・地域活動のための渋滞対策の整備推進を図る。

　湯沢市が管理する市道馬場・小町線の万石橋において、国による修繕代行事業として
保全対策を新規事業着手。

　鷹巣大館道路(Ⅱ期)　あきた北空港IC（仮称）～鷹巣IC（１．７km）の平成２９年度内の開
通を図る。また、遊佐象潟道路、二ツ井今泉道路（H29年度：トンネル工事着手）、二ツ井
白神ＩＣ～小繋ＩＣ間の現道活用区間についても整備促進を図る。

　国道７号白沢跨線橋架替（能代管内）を新規事業着手。

　下浜道路（秋田管内）について平成３１年度内の開通に向けて、整備促進を図る。

　防波堤の整備により、港内静穏度を向上させ、荷役作業の効率性、安全性の向上を図
る。

記者発表先《秋田県政記者会》
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※総合流域防災事業費、維持管理系事業費、交通安全施設等整備事業費（２種）、工事諸費を除く金額（工事関係費）

13,665

区　　　分

年　　　度

改　　　修

環　　　境

砂　　　防

河
川
関
係

改　　　築

交通安全・
電線共同溝

《参考》　平成28年度

秋田河川国道事務所／湯沢河川国道事務所／能代河川国道事務所
成瀬ダム工事事務所／鳥海ダム工事事務所／秋田港湾事務所

平成29年度

2,398

多目的ダム

小計

10,462

28,038

（単位：百万円）

7,892

12,952

8,064

58

626

平成２９年度予算の概要について

2,168

25,582

4,568

64

447

6,886

11,965

11,375

2,290

2,408

4,376

港湾関係

合　　　計

道
路
関
係

小計



【平成29年度　新規事業化箇所一覧】

市町村名
完成・開通
目標年度

H29事業費
（百万円）

H29事業内容

河川 直轄 米代川
よねしろがわ

　二ツ井
ふたつい

きみまち地区かわまちづくり 能代市
のしろし

H36 31
親水護岸、
高水敷整正等

河川 直轄 雄物川
おものがわ

上流　河川改修事業（岩瀬
いわせ

湯野沢
ゆのさわ

地区） 大仙市
だいせんし

－ （1,841） 用地取得

河川 直轄 子吉川
こよしがわ

　河川改修事業(二十六木
とどろき

地区
ちく

) 由利本荘市
ゆりほんじょうし

H29 (342) 築堤

道路 直轄 国道７号　白沢
しらさわ

跨線橋
こせんきょう

架替 大館
おおだて

市 － 100 調査設計

道路 直轄 国道１３号　真室川
ま む ろ が わ

雄勝
お が ち

道路
ど う ろ

湯沢
ゆ ざわ

市 － 50 調査設計

道路 直轄 市道馬場
ば ば

・小町
こ ま ち

線　万石
まんごく

橋
ばし

修繕代行事業 湯沢
ゆ ざわ

市 － 140 調査設計・修繕工事

道路 直轄 国道７号　秋田７号交通安全対策（飯田川
いいたがわ

歩道整備） 潟上
かたがみ

市 － 42 調査設計、改良・舗装工事

※　事業費の（　）の金額は、当該河川・水系・山系全体の事業費

【平成29年度　完成・開通予定事業一覧】

市町村名
完成･開通
目標年度

H29事業費
（百万円）

H29事業内容

河川
（砂防）

直轄 八幡平
はちまんたい

山系直轄砂防事業（北桧木内川
きたひのきないがわ

第１砂防堰堤） 仙北市
せ ん ぼ く し

H29 (626) 砂防堰堤工

道路 直轄 国道７号　鷹巣
たかのす

大館
おおだて

道路（Ⅱ期） 北
きた

秋田
あ き た

市 H29 1,476
全線２車線開通
改良・橋梁・舗装工事

※事業費の（　）の金額は、当該河川・水系・山系全体の事業費

市町村名
完成･開通
目標年度

H29事業費
（百万円）

H29事業内容

河川 直轄 米代川
よねしろがわ

　河川改修事業(二ツ井
ふたつい

地区) 能代市
のしろし

H30 (1,357)
防災ステーション基盤盛土
備蓄資材等

河川 直轄 米代川
よねしろがわ

　河川改修事業(大館市
おおだてし

川口
かわぐち

・外河原
そとがわら

・長坂
ながさか

地区)
北秋田市

きたあきたし

～大館市
おおだてし

H30年代 (1,357) 河道掘削・用地取得

河川 直轄 雄物川
おものがわ

下流　河川改修事業(新波
あらわ

地区・秋田
あきた

雄和
ゆうわ

地区
ちく

) 秋田市
あきたし

H30年代 (836) 築堤、河道掘削、用地取得

河川 直轄 雄物川
おものがわ

上流　河川改修事業（中流部） 大仙市
だいせんし

H30年代 (1,841) 築堤、河道掘削、用地取得

河川 直轄 雄物川
おものがわ

上流　自然再生

横手市
よこてし

、

湯沢市
ゆざわし

、

大仙市
だいせんし

、

雄勝
おかち

郡
ぐん

羽後町
うごまち

H35 27 ワンド・たまり再生保全

河川 直轄 子吉川
こよしがわ

　河川改修事業(石脇
いしわき

地区) 由利本荘市
ゆりほんじょうし

－ (342) 河道掘削、用地取得

河川
(ダム)

直轄 成瀬
なるせ

ダム建設事業
雄勝郡

おがちぐん

東成瀬村
ひがしなるせむら H36 6,556

本体関連工事、付替道路工事
等

河川
(ダム)

直轄 鳥海
ちょうかい

ダム建設事業 由利本荘市
ゆりほんじょうし

－ 1,336
用地調査、本体関連の調査・測
量・設計　等

河川
（砂防）

直轄 八幡平
はちまんたい

山系直轄砂防事業（先
せん

達
だつ

川
がわ

砂防堰堤） 仙北市
せんぼくし

H32 (626) 砂防堰堤工

道路 直轄 国道７号　遊佐
ゆ ざ

象潟
き さ か た

道路 にかほ市 - 1,500
調査設計、用地補償、改良工
事

道路 直轄 国道７号　二ツ井
ふ た つ い

今泉
い ま い ず み

道路
能代
の し ろ

市～

北
き た

秋田
あ き た

市
- 2,520

調査設計、用地補償、改良工
事、トンネル着手

道路 直轄 国道１３号　横堀
よ こ ぼ り

道路 湯沢
ゆ ざ わ

市 - 400
調査設計、用地補償、改良工
事

道路 直轄 国道７号　下浜
し も は ま

道路 秋田
あ き た

市 H31全線 1,520
調査設計、用地補償、改良・
橋梁工事

道路 直轄 国道１３号　河辺
か わ べ

拡幅 秋田
あ き た

市 - 230
調査設計、用地補償、改良・
舗装工事

道路 直轄
国道７号　秋田７号交通安全対策

（能
の

代
しろ

地区線形改良）
能
の

代
しろ

市 - 720
調査設計、用地補償、改良工
事

道路 直轄 国道７号　秋田７号電線共同溝（長倉
ながくら

地区） 大館
おおだて

市 － 300
調査設計、支障物移設、本体工
事

港湾 直轄 秋田
あきた

港　外港
がいこう

地区　防波堤整備事業 秋田
あきた

市 H35 1,500 防波堤本体工

※事業費の（　）の金額は、当該河川・水系・山系全体の事業費

事業区分

【主要継続事業一覧】

事業名

秋田県内主要事業一覧

事業区分 事業名

事業区分 事業名



秋田市 

男鹿市 

秋田自動車道 
岩 
手 
県 にかほ市 

日 
本 
海 

平成２９年度 県内６事務所の主要事業箇所 

能代市 

北秋田市 

大館市 

仙岩トンネル 

由利本荘市 

成瀬ダム 
 本体関連工事 等 

仙北市 

鳥海ダム 用地調査 等 
ちょうかい 

なるせ 
※ 

※ 
※ 

湯沢市 

横手市 

大仙市 
※ 子吉川 

 石脇地区河道掘削 
いしわき  

※ 雄物川下流 
 新波地区築堤 
 秋田雄和地区河道掘削 

あらわ 

あきたゆうわ 

国道7号 大曲歩道整備 
おおまがり 

国道7号 下浜道路 
しもはま 

国道46号 

 刺巻線形改良 
さしまき 

国道7号 

遊佐象潟道路 
ゆざ きさかた 

国道13号 石成歩道整備 
いしなり 

国道13号 横堀道路 

国道13号 真室川雄勝道路【新規】 
まむろがわおがち 

よこぼり 

※ 

※ 

※ 

八幡平山系（秋田県） 
 直轄砂防事業 

はちまんたい 

国道7号 

 鷹巣大館道路（Ⅱ期） 【開通 L=1.7㎞】 

あきた北空港IC(仮称)～鷹巣IC間 

米代川 

 二ツ井きみまち地区かわまちづくり【新規】 

  二ツ井地区河川防災ステーション 

 大館市長坂地区ほか河道掘削  

ふたつい 

おおだてし ながさか 

国道13号 河辺拡幅 

凡  例 

青字 河川関係 

赤字 道路関係 

緑字 港湾関係 

※ 個票あり 

たかのすおおだて 

きたくうこう たかのす 

かわべ 

能代港 

 大森地区 泊地（-13m） 
おおもり      はくち 

※ 秋田港  

 外港地区防波堤（第二南） 
がいこう 

※ 

国道7号 二ツ井今泉道路 
ふたついいまいずみ 

国道7号 能代地区線形改良 
のしろ 

現道活用区間 

ふたつい 

二十六木地区築堤【新規】 
とどろき 

※ 

※ 

国道7号 白沢跨線橋架替【新規】 
しらさわこせんきょう 

※ 

万石橋修繕代行【新規】 
まんごくばし 

国道7号 長倉地区電線共同溝 
ながくら ※ 

 
   

※ 

※ 

雄物川上流 
  中村芦沢地区築堤 
  寺館大巻地区築堤 
  強首地区築堤 
  岩瀬湯野沢地区築堤【新規】 
  大仙地区河道掘削 

なかむらあしざわ 

こわくび 

てらだておおまき 

だいせん 

いわせゆのさわ 

※ 

国道7号 飯田川歩道整備【新規】 
いいたがわ 



道の駅「ふたつい」 
移転整備(市) 

小繋ＩＣ(仮称) 
予定地 

河川防災ステーション 
整備(国・市) 

親水護岸 

高水敷整正 

管理用通路 

坂路 

米代川 二ツ井きみまち地区かわまちづくり 
新規 直轄 秋田県能代市 

のしろ 

よねしろがわ 

河川 

ふたつい 

【事業の概要】 
・二ツ井地区は古くから舟運の要所として栄え、七座山や米代川の優れた
自然景観を有しています。道の駅の移転や河川防災ステーション整備と
一体となった水辺空間を創出するため、親水護岸や管理用通路等の整備
を実施します。 

【整備効果】 
・「道の駅ふたつい」の移転整備や隣接する米代川の「河川防災ステーション」の整備と
一体となった水辺空間の整備を進めることにより、観光・防災・地域振興が連携した新
たな交流拠点としての活用が期待されます。 

【平成29年度の事業内容】 
・親水護岸、高水敷整正等を実施します。 

▲水辺空間の整備イメージ ▲河川の利用状況（カヌーイベント） 

完成予定：H36 

H29：31百万円 

サイン（市） 

ベンチ、駐輪ポート（市） 

小繋ＩＣ（仮称） 
予定地 

二ツ井きみまち地区かわまちづくり事業範囲 

堤防階段 
親水護岸 
高水敷整正 

坂路工 

七座山 事業範囲 
能代市 

能代市 

ななくらさん ふたつい よねしろ 

サイン（市） 

河川防災ステーション 
整備（国・市） 道の駅「ふたつい」 

移転整備（市） 



米代川 河川改修事業（能代市二ツ井地区） 
よ ね し ろ が わ H29：1,357百万円※ 

完成予定：H30   

継続 直轄 秋田県能代市 
のしろ 

河川 

ふ た つ い 

※上記の事業費は、当該河川全体の事業費（工事諸費を除く）を記載 

道の駅「ふたつい」 
（現位置） 

小繋IC（仮称） 
予定位置 

河川防災ステーション 
整備箇所 

道の駅移転 
予定箇所 

河川防災ステーション 
整備箇所 

▸ 災害時における 
  活動イメージ 

水防資材の備蓄 

ヘリポート 

道の駅スペース 

支援車両スペース 

▴ 平常時における 
  利用イメージ 

▾ 平成19年9月洪水時の状況  

【整備効果】 
災害時の水防活動拠点となるほか、高規格道路幹線道路を活用した秋
田県北地域の広域的・総合的な防災拠点として活用できます。また、「道
の駅」との一体整備により平常時には交流拠点としも期待されます。 

【事業の概要】 
・米代川では、平成19年9月、平成25年8月と近年連続して洪水被害を受け
ており、大規模災害に対応するため、緊急用設備資材や水防活動拠点の確
保が急務となっていることから、河川防災ステーションを整備します。 
・平成29年度は、基盤造成及び備蓄資材整備を実施します。 

の し ろ し 

米代川 河川改修事業（大館市川口・外川原・長坂地区ほか） 
よね しろ がわ 

【事業の概要】 
・米代川では、平成２５年８月洪水により家屋等浸水被害が発生した箇所に対して、平成
２７年９月関東・東北豪雨を受け、策定した「水防災意識社会 再構築ビジョン」の取組の
一環として、緊急的に河道掘削及び築堤を実施するものです。 
・平成29年度は、河道掘削及び用地取得を実施します。 

まるまる まるまる 

H29：1,357百万円※ 

完成予定：H30年代 

継続 直轄 秋田県北秋田市～大館市 河川 

おおだてし 

※上記の事業費は、当該河川全体の事業費（工事諸費を除く）を記載 
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外川原① 

長坂① 

外川原② 外川原③ 

長坂② 

川口(築堤) 

早 

口 

川 

H25.8浸水実績 

掘削標準断面図 
   H.W.L

河道掘削 

平水位 

平成25年8月洪水の状況 
（川口地区：家屋等の浸水） 

かわぐち そとがわら ながさか 

【整備効果】 
河道掘削及び築堤を実施することで、平成25年8月と同規模の洪水が発生
した場合でも家屋17戸の浸水被害が解消されます。 

き た あ き た おおだて 



雄物川上流 河川改修事業（中流部） 
お も の が わ 

【事業の概要】 
・雄物川中流部は、昭和62年洪水により甚大な浸水被害を受け、近年も平
成19年、平成23年と連続して被害を受けていることから、築堤・河道掘削
等を実施し浸水被害を軽減します。 

・平成29年度は、築堤や河道掘削、用地取得を実施します。 

H29：1,841百万円※ 

 
完成予定：H30年代 

継続 直轄 秋田県大仙市 
だい せん  

河川 

ちゅう りゅう  ぶ 

整備効果に関する 
写真・グラフ等 

平成23年6月洪水状況 中村芦沢地区 【位置図】 

大仙地区（河道掘削） 

堤防整備実施区間 
【凡例】 

H23年6月洪水浸水範囲 
浸水想定範囲 

河道掘削実施区間 
堤防整備済区間（暫定堤含む） 

※上記の事業費は、当該河川全体の事業費（工事諸費を除く）を記載 

雄物川下流河川改修事業 
お も の が わ 

【事業の概要】 
・平成23年6月洪水により、新波地区及び秋田雄和地区では浸水被害を
受けていることから、築堤及び河道掘削を実施し浸水被害を軽減しま
す。 
・平成29年度は、築堤及び河道掘削を実施します。 

H29：836百万円※ 

完成予定：H30年代 

継続 直轄 秋田県秋田市 
あ き た 

河川 
※上記の事業費は、当該河川全体の事業費（工事諸費を除く）を記載 

H23.6浸水範囲 

浸水想定区域 

H23.6月出水状況 

左手子 

新波 
河道掘削 

築堤 

H.W.L-2.0m 

築堤標準断面図 

 

盛土 

河道掘削断面図 

 

    
河道掘削 

（新波地区・秋田雄和地区） 
あらわ あきたゆうわ 



新規 直轄 秋田県大仙市 河川 

雄物川上流 河川改修事業（岩瀬湯野沢地区） 
完成予定：- 

H29：1,841百万円
※ 

だいせん 

い わ せ ゆ の さ わ 

※上記の事業費は、当該河川全体の事業費（工事諸費を除く）を記載 

お も の が わ 

【整備効果】 
 築堤（輪中堤）をすることにより、当該地区の家屋浸水被害を防止します。 

【平成29年度の事業内容】 
 事業用地の取得を行います。 

【事業の概要】 
 平成23年6月洪水において、浸水被害を受けた大仙市岩瀬湯野沢地区の堤防
未整備区間において、築堤（輪中堤）を実施します。 

▲ 河川改修（築堤）のイメージ 

輪中堤 

築堤（輪中堤） 

樋
門 

Ｈ23.6洪水による浸水状況 

樋
門 

築堤（輪中堤） 

▽計画高水位 

雄物川 

用地取得 

H23年6月浸水範囲 



子吉川河川改修事業（二十六木地区） 
こ よ し が わ 

【事業の概要】 
・子吉川では、平成23年6月に計画高水位を超過する大規模な洪水が発
生した。無堤となっている当該地区において、築堤を実施し、家屋浸
水被害を防止します。 
・平成29年度は、築堤を実施します。 

H29：342百万円※ 

完成予定：H29年 

新規 直轄 秋田県由利本荘市 
ゆ り ほ ん じ ょ う 

河川 
※上記の事業費は、当該河川全体の事業費（工事諸費を除く）を記載 

と ど ろ き 

築堤 標準断面図 

▽計画高水位

▽計画堤防高

5 000
H23.6洪水 
痕跡水位 

H23年6月24日洪水状況 

  H23.6洪水浸水範囲 

子吉川河川改修事業（石脇地区） 
こ よ し が わ 

【事業の概要】 
・子吉川では、平成23年6月、平成25年7月と計画高水位を超過する大
規模な洪水が近年連続して発生し、洪水被害を受けていることから、
河道掘削を実施し河川の水位を低下させます。 
・平成29年度は、河道掘削及び用地取得を実施します。 

H29：342百万円※ 

完成予定：－ 

継続 直轄 秋田県由利本荘市 
ゆ り ほ ん じ ょ う 

河川 
※上記の事業費は、当該河川全体の事業費（工事諸費を除く）を記載 

い し わ き 

想定浸水範囲 

由利本荘市街地 
4.0k ←芋川 

5.0k 

3.0k 

4.2k 

平成23年6月洪水状況 

4.0k 

5.0k 

【河道掘削（イメージ）】 4.2k 

子吉川の河川改修、鳥海ダ
ム整備により、約4,800戸
の床上浸水家屋を解消しま
す。 

▽HWL 

平水位 



八幡平山系直轄砂防事業 北桧木内川第１砂防堰堤 

完成 直轄 秋田県仙北市 
せんぼく 

はちまんたい 

河川（砂防） 

【事業の概要】 
・秋田駒ヶ岳における、大量の不安定土砂の流出による災害防止及び火
山噴火による降灰後の降雨に起因する土石流に対し、大規模な土砂災
害被害を軽減するため、砂防堰堤を整備します。 

【整備効果】 
・北桧木内川第１砂防堰堤の整備により、秋田駒ヶ岳噴火後に発生する土砂の流出を
防止・抑制し、下流域にある人家・事業所等を保全します。 

【平成29年度の事業内容】 
・砂防堰堤の整備を継続し、当該箇所の事業を完成させます。 

砂防堰堤正面図 平成28年度施工状況 

H29：626百万円※ 

 

きたひのきないがわ 

北桧木内川第1砂防堰堤 

国道341号 

保全家屋 

北桧木内川第1砂防堰堤 

単位：m 

※上記の事業費は、当該山系全体の事業費（工事諸費を除く）を記載 

77.0 

4.
5 

9.
0 



継続 直轄 秋田県仙北市 
せんぼく 

河川（砂防） 

【事業の概要】 
 八幡平山系は秋田県・岩手県の2県にまたがり、秋田県側には秋田
駒ヶ岳・秋田焼山の２つの活火山を有します。大量の不安定土砂の流出
による災害防止及び火山噴火による降灰後の降雨に起因する土石流に
対し、砂防堰堤群の整備を行い、大規模な土砂災害被害を軽減するもの
です。 
 
 
 

八幡平山系（秋田県）直轄砂防事業 
は ち ま ん た い さ ん け い 

H29:626百万円 

大和田沢砂防堰堤  

赤倉沢第2砂防堰堤  

北桧木内川第1砂防堰堤  

片倉沢第1砂防堰堤  

先達川砂防堰堤  位置図 先
達
川 

先
達
川 

保全対象 

保全対象 

H9.5大規模崩落発生 

せんだつがわ さぼうえんてい 

先達川砂防堰堤 



成瀬ダム建設事業 
なる  せ 

【事業の概要】 
・ 多目的ダム建設により、洪水調節、流水の正常な機能の維持、かんがい用水の補給、  
   水道用水の供給、発電を行い、安全で安心な生活の確保を 図ります。 
・ 本体関連工事、付替道路工事等を実施し、事業の推進を図る。 

H29：6,556百万円 

完成予定：H36 

継続 直轄 秋田県雄勝郡東成瀬村 
おがち ひがしなるせ 

河川(ダム) 

【整備効果】 
・雄物川の洪水被害の軽減を図るとともに、渇水が発生して 
  も、 かんがい用水等を安定的に補給することが可能となり 
  ます。また、水力発電による電力供給が可能となります。 

平成23年6月洪水 平成２７年8月渇水 

皆瀬川 

[雄物川支川の渇水状況］ [雄物川本川の浸水状況】 

【事業の概要】 
・多目的ダム建設により、洪水調節、流水の正常な機能の維持、水道用水  
 の供給を行い、安全で安心な生活の確保を図ります。 
・用地調査、本体関連の調査・測量・設計等を継続実施します。 

鳥海ダム完成予想図 

鳥海ダム建設事業 
ちょうかい H29：1,336百万円 

完成予定：－ 

継続 直轄 秋田県由利本荘市 
ゆりほんじょう 

河川(ダム) 

【整備効果】 
・子吉川の洪水被害の軽減を図ります。 
・渇水が発生 しても、水道用水等を安定的に補給することが 
 可能と なります。 

[子吉川本川の浸水状況】 [子吉川本川の渇水状況］ 

平成23年6月洪水 平成２７年8月渇水 

子吉川 



橋長約65ｍ

下り線 上り線

橋長約45ｍ

JR白沢駅 

下内川 

JR奥羽本線 

国道7号 白沢跨線橋架替 
新規 直轄 秋田県大館市 道路 

し ら さ わ こ せ ん き ょ う 

【整備効果】 
○橋梁架替により、大規模地震に対する安全性向上および主要幹線道路としての 
   機能を確保し、信頼性の高い道路ネットワークを形成します。  

【平成29年度の事業内容】 調査設計等を実施します。 

H29：100百万円 

おおだて 

▲白沢跨線橋全景 

至 弘前市 

至 北秋田 

【橋梁架替後】 

【現     況】 

(終)秋田県大館市
おおだてし

白沢
しらさわ

字寺
あざてら

の沢
さわ

 

(起)秋田県大館市
おおだてし

白沢
しらさわ

字
あざ

白沢
しらさわ 

【事業の概要】 
 白沢跨線橋（橋長45m）は竣工後50年経過した老朽橋であり、熊本地震
で落橋した橋脚と同形式であるロッキング橋脚で支持された形式であるこ
とや、施工上の制約条件などから、橋梁架替を実施し、通行の安全性確
保を目的とした事業です。 

し ら さ わ こ せ ん き ょ う 

ロッキング橋脚 

開通予定 ： ― 

一般国道７号 
白沢跨線橋架替 
延長約0.6km 



鷹巣大館 
道路 

H28.10.22 
開通 

L=12.2km L=1.7km 

H25.11.30開通 
L=16.1km 

大館能代空港 能代港 

よ し は ま 

開通 秋田県北秋田市 道路 直轄 

さ ん り く 

国道７号 鷹巣大館道路（Ⅱ期） 

【平成29年度の事業内容】： 
改良工事、橋梁工事、舗装工事等を実施します。 

た か の す  お お だ て 

【事業の概要】 ※H29年度：あきた北空港IC（仮称）～鷹巣IC間 L=1.7㎞の 
           開通を図ります。 
 鷹巣大館道路（Ⅱ期）は、日本海沿岸東北自動車道の一部を構成し、物流・交

通拠点および高次救急医療施設へのアクセス向上、緊急輸送道路の信頼性

向上等を図り、高規格幹線道路ネットワークを形成する自動車専用道路です。 

【整備効果】 
○空港アクセス時間の短縮や定時性の確保により、観光エリアの拡大が期待されます。  
○空港直結ＩＣの開通により、９年ぶりに国内チャーター便が就航した大館能代空港を活かした 
  ツアー企画など、周遊観光の可能性がさらに拡がります。 

H29：1,476百万円 

※現道活用区間：既存現道の局部的な改良により、安全性、定時性、速達性の向上を 
                           図ることで、高規格幹線道路ネットワークの一部として活用する区間 

E7 

E4 

E4 

大館北～小坂 現道活用区間 

L=18.0km 

鷹巣大館 
道路(Ⅱ期) 

二ツ井今泉道路 
↓ 

↑ 
能代地区線形改良 

↑ 
鷹巣西道路 (仮)あきた北空港IC 

鷹巣IC 

二井田 
真中IC 

大館南IC 

大館北IC 

小坂北 
IC 

小坂JCT 

小坂IC 

十和田IC 

鹿角八幡平IC 

八竜IC 

能代南IC 

能代東IC 

二ツ井 
白神IC (仮)小繋IC (仮)今泉IC 

１日目 
２日目 
３日目 

E7 

120 118 119
114 112

107
97

91 94

107 104
113

119
124

H14  H15 H16  H17  H18  H19  H20  H21  H22  H23 H24  H25 H26 H27 （年度）

（単位：千人）

過去最高を記録 

▼大館能代空港の利用者数の推移（東京便） 

出典：秋田県 

大館駅 

 
約25分 
整備後 

鷹巣大館 
道路 

H28.10.22 
開通 

L=12.2km L=1.7km 

大館能代空港 

鷹巣大館 
道路(Ⅱ期) 

(仮)あきた北空港IC 
鷹巣IC 

二井田 
真中IC 

大館南IC 

大館北IC 

(仮)今泉IC 

E7 

整備前 

 資料：道路交通センサス（Ｈ２２） ※2月期の一例 

あきた きたあきた 

たかのすおおだて 

空港アクセス時間の大幅な短縮や定時性の
確保が見込まれます。 

９年ぶりとなる国内チャーター便の就航により、 
交流人口の拡大が期待されます。 

大館能代空港を発着する観光企画ルートが
複数組まれました。 

大館北～小坂開通 

大館北～小坂 
開通時期公表 

利用客減少により
便数が縮小 

９年ぶりとなる 
国内チャーター便 

北秋田市民病院 

H29年度 
開通予定 

 
約45分 

H29年度 
開通予定 



国道７号 二ツ井今泉道路 
ふ た つ い い ま い ず み 

き た あ き た の し ろ 

H29：2,520百万円 

開通予定： －  

継続 秋田県能代市～北秋田市 道路 直轄 

【事業の概要】 ※H29年度：トンネル工事に着手します。 
二ツ井今泉道路は、日本海沿岸東北自動車道の一部を形成する事業で 
あり、日本海沿岸の交流促進、高次医療施設やリサイクル関連施設への 
アクセス向上を目的とした自動車専用道路です。 

二ツ井今泉道路の整備により、道路の安全性
及び災害時のリダンダンシー確保が図られま
す。 

▲小繋地区の線形不良箇所 

ふたつい  いまいずみ 

E7 

トンネル着手 

トンネル着手 
小繋トンネル（仮称） 

今泉トンネル（仮称） 



能代地区線形改良は、急勾配・急カーブによる事故発生区間の道路線形
改良を実施するものであり、交通事故の削減及び交通の円滑化を図る事
業です。 

▲○○の推移（H○○～H○○） 国道7号 秋田7号交通安全対策 （能代地区線形改良） 
の しろ 

継続 直轄 秋田県能代市 
の  しろ 

道路 

H29：720百万円 

開通予定：－ 

一般国道7号 

至能代 

至弘前 

▲急勾配・急カーブ区間での大型車の 
  横転による死亡事故 

線形不良が解消されることで、交通事故の
削減及び交通の円滑化が期待されます。 

の  しろ 

能代地区線形改良 
L=2.0km 

N

大館駅

大館南ＩＣ 大館市立総合病院

▲○○の推移（H○○～H○○） 国道7号 秋田7号電線共同溝（長倉地区） 
ながくら 

長倉地区電線共同溝は、電線共同溝を整備し無電柱化をすることで、震災

時における緊急輸送道路の確保並びに安全で快適な歩行空間の確保を図

るとともに、良好な都市景観の形成に向けたまちづくりを支援するものです。 

継続 直轄 秋田県大館市 
おおだて 

道路 

開通予定：－ 

長倉地区電線共同溝 
延長1.6km(道路延長0.8km) 

無電柱化済み（市）

無電柱化事業中

整備計画区間（県）

凡　　　例

ながくら 

H29：300百万円 



国道７号 下浜道路 
し も は ま 

継続 秋田県秋田市 道路 直轄 
あ き た 

H29：1,520百万円 

開通予定： H31  

国道７号 下浜道路は、秋田市下浜地区の交通混雑緩和、事故の減少、 
沿道環境の改善を図るとともに、通学路の緊急合同点検等を踏まえ、児童 
の安全確保のため通学路の交通安全対策を早期に実施する必要があるこ 
とから、抜本的な対策として実施するバイパス事業です。 

 
通学路指定区間 

平成31年度 2車線開通予定 

 
通学路指定区間 

平成31年度 2車線開通予定 

・下浜道路の整備により、通過交通が転換す
ることで、歩行者の安全性が向上するとともに、
良好な沿道環境の確保が期待されます。 

▲国道７号下浜地区の通学時の状況 

しもはま 

国道７号 遊佐象潟道路 
ゆ  ざ  き さ か た 

継続 山形県飽海郡遊佐町～秋田県にかほ市 道路 直轄 
やまがた 

H29：1,500百万円（秋田） 

開通予定：  － 

国道７号 遊佐象潟道路は、秋田・山形県境地域の三次救急医療施設へ 
の60分圏カバー率の向上、さらには災害時の代替路確保を図るとともに、 
高速ネットワークを形成し広域的な交流・連携の促進を図ることを目的とす 
る自動車専用道路です。 

ゆ  ざ  きさかた 

あ く み ゆ  ざ あ き た 

▲橋梁下部工(場所打ち杭)施工状況 

遊佐象潟道路       Ｌ＝1 7. 9  km 
（仮）遊佐鳥海    I   C   ～    県境 Ｌ＝ 8  .  0     km 県   境  ～  象  潟    I     C Ｌ＝   9  .    9   km 山

形
県
飽
海
郡
遊
佐
町
北
目 

秋
田
県
に
か
ほ
市
象
潟
町
小
滝 

山  形  県 秋  田  県 
○日本海側に災害に強いネットワークが形成 
 されることで広域的な緊急物資輸送のりダン 
 ダンシーか確保できます。 
○安定的な物流ルートが確保されるとともに拠 
 点港間を連絡し交流を支援します。 



最上川

山形

高速道路

一般道（R47）

一般道(R13)

銀山温泉

湯沢

仙台空港

山形JCT

横手

秋田空港

国道１３号 真室川雄勝道路 
新規 直轄 山形県最上郡真室川町～秋田県湯沢市 

ま  むろ がわ まち 

ま  むろ  がわ    お がち 

道路 

【事業の概要】 

真室川雄勝道路は、東北中央自動車道の一部を構成し、冬期交通機能
を確保するとともに、高速ネットワークが形成されることで、地域連携強化
による冬期周遊観光の支援などを目的とする自動車専用道路です。 

【整備効果】 
○不定期に頻発する雪崩・落雪予防作業による交通機能低下などの課題が山積する

豪雪地域において、雪に強いネットワークが構築されます。 
○信頼性の高い道路ネットワークが延伸されることで、速達性や定時性が確保され、地

域連携強化による周遊観光等を支援します。 

【平成29年度の事業内容】 調査設計等を実施します。 

開通予定 ： ― 

H29：100百万円 
（秋田県：50百万円、山形県：50百万円） 

ゆ ざわ 

対象区間

供用区間

事業中区間

調査中区間

国道

主要地方道

県道

高規格幹線道路

凡例

ま む ろ が わ   おがち 

▲雪崩・落雪予防作業の状況 

片側交互通行規制を伴う雪崩・落雪予防作業 

［横手のかまくら］ 

出典：横手市HP 

［犬っこまつり］ 

出典：湯沢市HP 

［銀山温泉］ 

出典：やまがたへの旅 

出典：戸沢村HP 

［最上川舟下り］  

▲観光ルート図 

もがみ 

E１３ 

E１３ 



市道馬場・小町線  万石橋修繕代行事業 
新規 直轄 秋田県湯沢市 道路 

【事業の概要】 
万石橋は湯沢市が管理する市道馬場・小町線の役内川に架かる橋梁であ
り、主桁や横桁のほぼ全域で、遊離石灰を伴う多数のひびわれ、およびゲ
ルバーヒンジ部周辺のコンクリートから発錆限界を超える塩化物イオン量
が直轄診断において確認された。補修には高度な専門知識等を要すること
から、国による修繕代行事業として保全対策を行うものです。 

【整備効果】 
○橋梁保全対策の実施により、橋梁の健全度の確保や延命化を図り、安全かつ円滑  
  な車両の通行を確保します。 

【平成29年度の事業内容】 調査設計・修繕工事等を実施します。 

ば   ば ま ん ご く ば し 

 ゆざわ   

▲標準断面図 

至
和
歌
山
県 ▲損傷状況 

至
和
歌
山
県 ▲万石橋  全景 

▲ゲルバー部鋼板撤去後状況 

こ ま ち 

万石橋 
修繕代行事業 
延長１７１ｍ 
 

（自）湯沢市下院内 

（至）湯沢市横堀 

やくない 

H29：140百万円 

完成予定：－ 

ば ば こまち 



 防波堤の整備により、港内静穏度を向上させ、荷役作業の効率性、安全
性の向上を図ります。 

N 

▲効率的で安全な荷役の実現 
（外港1号岸壁：コンテナ取扱状況） 

N 

外港地区 防波堤(北) 

泊地(水深13m)（消波） 

防波堤(第二南) 

秋田港 外港地区 防波堤整備事業 
あき  た   こう    が い こ う H29：1,500百万円 

完成予定：H35 

継続 直轄 秋田県秋田市 
あき た 

港湾 
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